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月
会

６
例

令 和
３ 年

定
・行政報告（町長）
・行政事務報告（副町長）
・教育行政報告
　（教育振興課長）
・一般質問（４件）
・報告５件

・各会計補正予算６件
・条例改正４件
・工事請負契約締結２件
・財産の取得１件
・委員の任命１件

６月17~18日（２日間）の内容

令
和
２
年
度
決
算
見
込
額

懸
案
事
項
に
お
け
る
要
望
活
動

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

一
般
廃
棄
物
の
西
紋
別
地

区
広
域
ご
み
セ
ン
タ
ー
へ

の
搬
出
に
つ
い
て

一
般
会
計
歳
入
歳
出
差
引
金
額

　

２
億
９
７
７
１
万
３
千
円

（
実
質
収
支
額

　

２
億
１
１
１
３
万
９
千
円
）

◎
西
紋
別
地
区
総
合
開
発
期
成
会

　

５
月
31
日
（
要
望
書
発
送
）

主
要
道
道
美
深
雄
武
線
整
備

事
業
の
促
進
に
つ
い
て　

ほ

か
11
件

◎
高
規
格
幹
線
道
路
旭
川
・
紋
別

自
動
車
道
早
期
建
設
促
進
期

成
会

　

５
月
31
日
（
要
望
書
発
送
）

旭
川
・
紋
別
自
動
車
道
の
事

業
促
進　

ほ
か
２
件

行
政
報
告
（
石
井
町
長
）

か
に
実
施

※
11
月
中
に
接
種
希
望
者
全
員
の

完
了
を
目
指
す
。

　

雄
武
町
の
一
般
廃
棄
物
の
処
理

は
、
平
成
14
年
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

問
題
で
焼
却
処
理
を
中
止
し
て
以

来
、
資
源
ご
み
以
外
の
廃
棄
物
は

全
て
最
終
処
分
場
で
の
埋
立
処
理

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
継
続

す
れ
ば
、
近
い
将
来
、
埋
立
て
ス

ペ
ー
ス
が
満
杯
と
な
る
見
込
み
。

【
検
討
内
容
】

・
町
単
独
で
施
設
を
整
備
し
焼
却

処
理
を
行
う
。

・
西
紋
別
地
区
広
域
ご
み
処
理
セ

ン
タ
ー
で
の
共
同
処
理
に
参

加
す
る
。

【
検
討
結
果
】

一
般
廃
棄
物
の
処
理

　

最
終
処
分
場
で
埋
立
処
理

　
　
　

↓

一
部
を
広
域
ご
み
処
理
セ
ン

タ
ー
に
搬
出
す
る
。

【
期
間
】

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
当
面
の
間

【
搬
出
量
】

　

毎
月
10
ト
ン
（
年
間
120
ト
ン
）

◎
接
種
状
況
と
今
後
の
見
通
し

　

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者

　
　

５
月
25
日
～
７
月
中

　

・
基
礎
疾
患
優
先
接
種

　
　

高
齢
者
接
種
後
速
や
か
に
実
施

　

・
そ
れ
以
外
の
者
（
一
般
）

　
　

基
礎
疾
患
優
先
接
種
後
速
や

Ｑ遠藤　特定健診受診率アップへの取り組みは。
Ａ保健福祉課長　国保連を通じて民間へ業務
委託、周知の仕方に工夫を行う。若年層にも関
心が持てるよう変えていきたい。

特定健診の受診率について

質 疑 応 答

Ｑ溝田　不燃ごみの処分量が増加している。
黄色いごみ袋の分別作業を徹底してはどうか。
Ａ住民生活課長　コロナ禍で自宅待機が多く、
不用品を整理する人が増えたと推測する。来年
度には洗面器などの一般プラも資源として扱え
るので周知を行う。

不燃ごみについて

Ｑ遠藤　議会から要望していた検査費の助成
に対応していただき感謝します。周知方法はど
のようになるのか。
Ａ新型コロナウイルス感染症対策室長　新聞、
広報に加えて全町民に周知するため回覧を行
う。ホームページにおいても周知を行う。

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症に関する検査費助成事業について

Ｑ嶋村　外国人人口が54人減っているが、新
型コロナによる技能実習生への出入国制限が理
由か。
Ａ産業振興課長　２～３月、中国人とベトナ
ム人で57人が入国できなかった。一方、中国
人は全員帰国できたが、ベトナム人が１人帰国
できなかった。

外国人人口の減少について
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Ｑ柳原　国政調査の結果を踏まえ人口減少対
策が必要ではないか。猿払村は考えているが本
町の考えは。
Ａ町長　人口を増やすことは大変である。５
年ごとに 300人減っている状況であるが、滞
在人口アップへの取組みが今後の課題である。

Ｑ柳原　防犯カメラに関する要綱制定の内容は。
Ａ総務課長　犯罪防止等の為必要に応じて設
置することと録画管理について謳っている。
Ｑ柳原　児童の通学経路に設置されていない。
防犯カメラを役場に設置した理由は。
Ａ住民生活課長　庁舎周辺の安全のため設置
した。児童センターへ通う経路であり子どもた
ちの安全確保も担える。

Ｑ嶋村　ふるさと寄附金が前年度に比べ７倍
になった。傾向と将来の見通しは。
Ａ財務企画課長　昨年８月に「さとふる」を
開設したが、限定返礼品の貝柱 1.8kg だけで
も 315 万 4千円の寄附があった。全国 20位
前後にランクインしており、開発企画返礼品も
増えた。８月にはANAも開設予定。昨年度の
寄附額は１億8700万円だが、３億円が目標。

Ｑ遠藤　避難行動名簿の活用方法は。各自治
会等から聞き取りを行っているのか。
Ａ住民生活課長　自治会長に聞き取りを行う
予定だが、集まる機会がない。活用については
支援者の把握や訓練に使う予定であり、いずれ
は自主防災組織へと考えている。
Ｑ遠藤　自主防災組織については、自治会の
共通認識となっているのか。
Ａ住民生活課長　自治会長が集まる会議でＰ
Ｒを行う予定。

人口減少対策について防犯ｶﾒﾗｼｽﾃﾑの設置及び運用等に関する要綱について

ふるさと応援寄附金について

避難行動名簿の活用方法について

Ｑ長野　ゴミ処理は令和 4年より紋別広域の
ほうに月 10トン、年 120 トンを搬出する報
告があった。ごみ焼却処理施設の解体にはダイ
オキシンが飛散しない工法を取る必要があり、
小さな施設であっても10億ほどかかることが
推測される。町としても今後大きな支出が求め
られることから、解体計画についてどのように
お考えか。
Ａ住民生活課長　現在の中雄武の旧焼却施設
について、建物の事務所部分は今後も長くリサ
イクル拠点の事務所として活用していく。一番
気になる部分は煙突の部分、解体費の詳細はま
だ調べていない。数億くらいかかる認識はある。
煙突の耐用年数は 70年で、あと 30年の間に
は解体が必要。解体計画をもって対応していく。
Ｑ長野　今はダイオキシンがある煙突をその
ままにして風化させていくという皮肉な結果に
なっている。廃炉もいずれ起きてくる問題。補
助金がなければ町の一般財源ということにな
り、将来町は他の事業ができなくなる。優位な
状況を調べて進んで欲しい。今後、一番心配さ
れるのが災害によるごみの問題。過去に50ｍ
級の台風があった際、風倒木処理で大変なごみ
が出て最終処分場に搬入したという事例があ

る。最終処分場もできるだけ延命を図り、災害
時にも対応できるようにとの考えは理解でき
る。町長の思いは。
Ａ町長　単独だと色々な補助金が受けられな
くなる。結論は広域ごみ処理センターでの処理
に加入したいという考え。今後はごみの減量
化・リサイクル化も同時に進めていくことが必
要。
Ｑ長野　地域住民がダイオキシンを理由に再
稼動を反対しておきながら、煙突のダイオキシ
ンはそのままにして風化させていいのかとい
う思いがある。行政も腰を据えて話し合って欲
しい。私は旧焼却処理施設を再稼動できなかっ
たことが残念だと思う。
廃炉は大変費用のかかる
ものなので、今後検討し
て欲しい。

※雄武町のごみ問題につ
いては議会だより（９月発
行）で特集する予定です。

旧ごみ焼却処理施設（中雄武）の解体方式について
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問質般一
■ 栁原　浩之 議員

□ 町長

ワクチン接種の予約方法、今回の判断は正しいか

今回の判断については正しかったと思う

問　

人
数
を
把
握
し
た
上
で
公

平
性
を
重
視
し
、
電
話
に
よ
る

事
前
予
約
制
を
お
願
い
し
た
今

回
の
接
種
方
法
の
検
討
経
緯
は
。

対
策
室
長
（
※
）　

様
々
議
論

し
た
中
で
公
平
性
が
保
て
分
か

り
や
す
く
対
応
で
き
る
こ
と
か

ら
、
今
回
の
判
断
に
し
た
。

問　

今
回
の
判
断
は
正
し
か
っ

た
か
。

町
長　

電
話
が
つ
な
が
ら
ず

苦
情
も
あ
っ
た
が
、
今
回
の
判

断
は
正
し
か
っ
た
と
思
う
。

問　

町
民
の
方
々
に
ご
苦
労
を

か
け
た
謝
罪
の
気
持
ち
は
。

町
長　

そ
の
点
は
あ
る
。
今

後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

　

な
い
の
は
事
実
で
あ
り
、
各
団

体
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問　

日
の
出
岬
ホ
テ
ル
の
名
物

に
卵
か
け
ご
は
ん
「
サ
ン
ラ
イ

ズ
」
の
導
入
を
検
討
し
て
は
。

町
長　

色
々
な
ア
イ
デ
ア
を

出
し
な
が
ら
今
後
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　

地
域
防
災
計
画
等
に
多
額

の
経
費
を
か
け
て
い
る
。
地
域

防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
導
入
す

る
べ
き
で
は
。

総
務
課
長
　

防
災
体
制
の
強

化
を
考
え
て
い
く
中
で
防
災
士
を

含
め
必
要
性
や
役
割
を
調
査
検

討
し
採
用
等
を
議
論
し
て
い
く
。

度
延
期
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

問　

町
で
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
罹
患
者
発
生
後
に
対
策

会
議
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ

れ
ま
で
の
１
年
間
で
７
回
し
か

会
議
を
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

対
策
室
長
　

要
所
要
所
で
会

議
を
開
き
、
各
部
署
で
必
要
に

応
じ
て
対
策
を
行
っ
て
き
た
。

問　

過
去
の
対
策
会
議
で
「
万

が
一
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合

の
対
応
を
共
有
」
と
あ
る
が
。

対
策
室
長
　

役
場
内
の
予
防

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
町
内
で

感
染
が
出
た
場
合
の
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。

問　

今
回
の
対
応
は
す
べ
て
保

健
所
の
指
示
で
動
い
て
い
る
。

首
長
と
し
て
適
切
な
判
断
を
決

断
で
き
な
け
れ
ば
、
町
長
の
い

る
意
味
が
な
い
の
で
は
。

町
長　

保
健
所
の
指
導
の
も

と
町
の
方
で
決
定
し
た
。
ケ
ー

ス
バ
イ
ケ
ー
ス
が
あ
り
全
部
同

じ
対
応
は
難
し
い
。
や
り
す
ぎ

も
不
安
を
募
ら
せ
る
と
の
保
健

所
の
指
導
か
ら
、
内
部
協
議
を

問　

勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入

以
前
は
正
確
な
時
間
外
勤
務
時

間
を
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
正
確

に
把
握
し
な
い
で
管
理
職
は
指

揮
監
督
で
き
る
の
か
。

総
務
課
長
　

正
確
に
分
か
ら

な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
休
日

及
び
午
後
６
時
以
降
は
名
簿
記

入
に
よ
り
確
認
し
て
い
た
。

問　

益
子
町
交
流
事
業
補
助
金

前
年
事
業
費
13
万
円
の
と
こ
ろ

へ
10
万
円
の
補
助
は
正
し
い
姿

か
。
ま
た
、
交
流
事
業
が
コ
ロ

ナ
で
中
止
の
場
合
は
。

町
長　

以
前
は
観
光
協
会
か

ら
５
万
円
補
助
で
あ
っ
た
が
、

事
業
の
内
容
を
濃
く
す
る
た
め

町
か
ら
10
万
円
補
助
と
し
た
。

財
務
企
画
課
長
　

交
流
事
業

に
特
化
し
た
予
算
で
あ
り
、
事

業
そ
の
も
の
が
中
止
と
な
っ
た

場
合
、
補
助
金
申
請
は
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
方
法
に

つ
い
て

町
の
将
来
に
向
け
た
地
域

振
興
策
に
つ
い
て

長
の
状
況
判
断
と
検
討

経
緯
に
つ
い
て

３
月
議
会
の
答
弁
に

対
す
る
疑
義
に
つ
い
て

問　

地
域
商
標
登
録
に
応
募
す

る
考
え
は
。

町
長　

名
乗
り
を
上
げ
て
い

問　

成
人
式
の
延
期
を
決
断
し

た
検
討
経
緯
は
。

教
育
振
興
課
長

 

警
戒
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
判
断
基
準
を
作
成

し
、
式
の
延
期
は
行
わ
な
い
予

定
だ
っ
た
が
、
新
成
人
の
意
向

を
尊
重
し
開
催
困
難
に
よ
り
２

※対策室長…新型コロナウイルス感染症対策室長の略

実
施
し
最
終
判
断
し
た
。
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雄
武
町
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
つ
い
て

行
政
執
行
方
針
に
つ
い
て

町
職
員
の
再
任
用
制
度
に

つ
い
て

独
居
老
人
支
援
に
つ
い
て

問質般一
■ 嶋村　義文 議員

□ 町長

不足している単身者住宅、町の考えは

公営住宅の単身者用町営住宅転用を含め検討

問　

５
月
初
旬
に
コ
ロ
ナ
感
染

者
が
発
生
し
た
際
の
、
町
の
対

策
は
中
途
半
端
と
の
町
民
の
批

判
が
あ
り
ま
す
。
町
の
対
応
は

正
し
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
町
民
意
識
と
は
大
き
な

乖
離
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
認
識
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長　

情
報
開
示
に
つ
い
て

は
慎
重
に
議
論
し
て
き
た
も
の

の
、
町
と
町
民
で
意
識
が
乖
離

し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

問　

総
務
課
資
料
に
よ
る
と
、

過
去
３
年
間
は
採
用
数
よ
り
退

職
者
の
数
が
多
い
。
今
後
10
年

間
の
60
歳
定
年
到
達
職
員
数
は
。

総
務
課
長
　

法
改
正
に
よ
り

今
後
２
年
ご
と
に
定
年
延
長
が

あ
り
、
そ
れ
を
加
味
す
る
と
20

名
で
す
。

問　

現
在
職
員
数
144
名
の
う
ち

20
名
と
か
な
り
の
ウ
エ
イ
ト
に

な
り
、
今
後
の
町
の
行
政
事
務

執
行
体
制
を
維
持
し
て
い
く
上

で
新
規
採
用
が
難
し
く
な
る
現

状
で
は
再
任
用
職
員
の
戦
力
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
労
働
意
欲
の

持
て
る
給
与
水
準
が
必
要
で
は
。

総
務
課
長
　

再
任
用
制
度
の

給
与
・
役
職
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

町
長　

人
口
は
減
少
傾
向
で

も
仕
事
は
非
常
に
多
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
再
任
用
も
含
め
、

こ
れ
か
ら
の
人
事
構
成
に
つ
い

て
し
っ
か
り
考
え
て
い
き
た
い
。

か
け
を
提
案
す
る
。
問
い
か
け

が
具
体
的
で
な
い
と
、
町
民
の

意
見
は
出
て
こ
な
い
と
思
う
。

町
長　

具
体
的
な
方
向
で
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
方
が
町
民

の
方
も
意
見
を
述
べ
や
す
い
と

い
う
の
は
確
か
で
す
の
で
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
身
を
検
討

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
民
間
賃
貸
住
宅
建

設
の
補
助
制
度
で
今
年
度
２
棟

８
戸
が
建
設
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
今

後
、
単
身
者
住
宅
の
建
設
が
進

ま
な
い
場
合
、
町
と
し
て
単
身

者
住
宅
建
設
の
考
え
は
。

町
長　

町
と
し
て
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
公
営
住
宅
の
単

身
者
用
町
営
住
宅
へ
の
転
用
も

検
討
し
た
い
。

※
そ
の
他
、
産
業
政
策
補
助
金

に
つ
い
て
経
営
支
援
は
好
ま
し

く
な
く
、
構
造
改
善
等
前
向
き

投
資
に
限
定
す
べ
き
、
観
光
振

興
策
で
の
道
の
駅
の
在
り
方
で

町
長
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

問　

町
で
把
握
し
て
い
る
65
歳

以
上
の
独
居
老
人
世
帯
数
は
。

住
民
生
活
課
長
　

男
性
120
世

帯
、
女
性
331
世
帯
、
計
451
世
帯

で
す
。
こ
の
う
ち
雄
愛
園
分
を

差
し
引
く
と
393
世
帯
で
す
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
高
齢
者
に
支
援
事
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
絶
対
的
に
マ

ン
パ
ワ
ー
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
現
場
の
職
員
の
方
、
保
健

師
さ
ん
等
も
当
然
感
じ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
可
能
性
」
と
い

う
考
え
が
あ
り
、
全
国
各
地
で

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
高
齢

者
支
援
事
業
を
担
っ
て
お
り
ま

す
。
北
海
道
で
も
喜
茂
別
町
を

は
じ
め
活
動
し
て
い
る
町
村
、

現
在
募
集
し
て
い
る
町
村
が
多

数
あ
り
ま
す
が
。

町
長　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
つ
い
て
は
活
用
で
き
る
も
の

で
あ
れ
ば
活
用
し
て
、
将
来
は

町
の
職
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く

な
ど
幅
広
く
検
討
し
た
い
。

問　

３
月
議
会
の
行
政
執
行
方

針
で
第
６
期
雄
武
町
総
合
計
画

の
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
向

け
、
町
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

従
来
の
設
問
方
式
で
は
町
民
の

具
体
的
な
声
が
出
づ
ら
い
の

で
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
建

設
、
小
中
一
貫
校
の
建
設
、
老

人
福
祉
施
設
の
建
設
、
バ
イ
オ

ガ
ス
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
建
設

等
、
具
体
的
な
設
問
で
の
問
い
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問質般一
■ 佐藤　寧 議員

□ 総務課長

広報などが未配布世帯への行政の考えは

情報を町民に送り届けることは行政の責務であり、周知が不十分であったと認識

問　

広
報
紙
な
ど
の
紙
媒
体
の

配
布
手
段
と
町
内
世
帯
へ
の
配

布
率
な
ど
を
確
認
し
た
い
。

総
務
課
長
　

自
治
会
経
由
で

広
報
紙
を
発
送
し
て
い
る
世
帯

は
１
７
８
５
世
帯
。
自
治
会
に

未
加
入
の
世
帯
は
希
望
者
に
個

別
に
送
付
し
て
い
る
。
日
本
人

に
限
定
し
た
場
合
、
広
報
紙
が

届
い
て
い
な
い
の
は
100
世
帯
強

か
と
思
わ
れ
る
。

問　

若
い
世
帯
を
中
心
に
町
内

会
に
入
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
増
え

て
い
る
が
、
加
入
す
る
し
な

い
は
世
帯
の
自
由
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
広
報
な
ど
が
読
め
な
い

と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

総
務
課
長
　

広
報
紙
等
に
よ

る
町
の
情
報
は
、
最
大
か
つ
最

も
効
果
的
な
情
報
提
供
媒
体
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
情
報

を
町
民
に
送
り
届
け
る
こ
と
は

行
政
の
責
務
で
あ
り
、
自
治
会

の
未
加
入
者
に
個
別
に
送
付
で

き
る
こ
と
は
、
周
知
が
不
十
分

で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

広
報
な
ど
の
紙
媒
体
の

配
布
に
つ
い
て

今
後
は
未
加
入
の
場
合
は
個
別

に
送
付
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
こ
と
を
周
知
し
て
い
く
。

　
問　

令
和
２
年
に
小
学
校
、
令

和
３
年
に
中
学
校
の
教
科
書
改

訂
が
行
わ
れ
た
。
本
年
は
中
学

英
語
を
中
心
に
大
き
な
改
訂
が

行
わ
れ
て
い
る
。
英
語
は
今
ま

で
で
最
も
ハ
ー
ド
な
教
科
書
改

訂
と
な
っ
て
い
る
。
大
切
な
の

は
小
学
校
の
英
語
課
程
が
大
前

提
で
中
学
英
語
が
組
み
立
て
ら

れ
て
い
る
こ
と
。
小
中
で
教
え

る
先
生
の
意
見
や
要
望
を
教
育

委
員
会
と
し
て
聞
き
取
っ
て
い

る
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
い
。

教
育
振
興
課
長
　

定
例
校
長

会
議
で
は
情
報
意
見
交
換
を

行
っ
て
お
り
、
新
し
い
教
科
書

に
関
し
て
は
、
特
に
学
校
か
ら

意
見
や
要
望
な
ど
は
な
い
。

問　

中
学
校
に
進
学
し
て
か
ら

勉
強
を
理
解
し
て
い
く
に
は
小

学
校
の
下
地
づ
く
り
が
必
須
。

今
後
は
小
中
学
校
の
教
科
間
の

連
携
が
大
切
に
な
る
が
、
そ
の

計
画
は
立
て
ら
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
振
興
課
長
　

本
町
で
は

校
長
会
、
教
頭
会
を
定
例
に
開

催
し
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
町
内
の
学
校
教
職
員

と
教
育
委
員
会
事
務
局
で
構
成

し
て
い
る
雄
武
町
学
校
教
育
振

興
推
進
協
議
会
で
、
教
職
員
間

の
研
修
、
授
業
参
観
や
乗
り
入

れ
授
業
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

教
科
間
の
連
携
に
つ
い
て
は
教

科
ご
と
に
編
成
す
る
教
科
等
連

携
部
会
を
設
置
し
て
連
携
態
勢

を
構
築
し
て
い
る
。

問　

公
立
の
小
学
校
で
も
中
に

は
、
英
語
の
み
を
教
え
る
先
生

を
採
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
雄
武
町
で
は
専
科
教
員

を
雇
う
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
振
興
課
長
　

学
校
か
ら

の
要
望
は
な
く
、
今
の
と
こ
ろ

専
科
教
員
を
配
置
す
る
計
画
は

な
い
。
外
国
語
の
効
果
的
な
学

習
支
援
に
つ
い
て
は
今
後
も
学
校

と
協
議
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

英
語
に
つ
い
て
は
と
ん
で

も
な
い
こ
と
が
起
こ
る
可
能
性

が
高
い
。
私
は
先
生
方
か
ら
意

見
や
困
り
ご
と
が
出
て
こ
な
い

の
が
信
用
で
き
な
い
。
教
育
委

員
会
の
方
で
も
し
っ
か
り
確
認

し
て
ほ
し
い
。

小
中
学
校
間
の
連
携
に

つ
い
て

問　

今
年
３
月
の
予
算
審
査
特

別
委
員
会
に
お
い
て
、
図
書
館

内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
設

備
の
質
問
に
対
す
る
回
答
が
、

煮
え
切
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
の

で
再
度
確
認
し
た
い
。
単
発
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
さ

え
難
し
い
の
か
。
私
も
紋
別
保

健
所
に
確
認
し
た
が
臨
時
営
業

許
可
申
請
を
す
れ
ば
、
許
可
が

か
な
り
柔
軟
に
な
る
の
で
、
プ

ラ
ン
を
立
て
申
請
し
て
く
れ
れ

ば
協
力
は
最
大
限
に
で
き
る
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。
改
め
て
今

後
の
利
用
計
画
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
た
い
。

教
育
振
興
課
長
　

こ
ち
ら
も

保
健
所
に
問
い
合
わ
せ
を
行

い
、同
様
の
回
答
を
得
て
い
る
。

現
在
は
具
体
的
な
利
用
計
画
は

な
い
が
、
今
後
図
書
館
事
業
企

画
す
る
際
は
イ
ベ
ン
ト
的
な
利

用
も
考
え
て
い
き
た
い
。

雄
図
ぴ
あ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
に
つ
い
て
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コ
ロ
ナ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

対
す
る
対
策
に
つ
い
て

地
域
生
活
支
援
等
事
業
に

つ
い
て

問質般一
■ 福原　峯雄 議員

□ 保健福祉課長

地域生活支援拠点、雄武町の整備状況は

単独では難しい、広域での対応を視野に入れている

問　

コ
ロ
ナ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

い
う
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
対

す
る
恐
怖
心
や
誤
解
、
偏
見
に

よ
っ
て
、
誰
か
を
排
除
し
た
り

差
別
し
た
り
す
る
行
為
の
事

で
、
こ
の
こ
と
は
道
議
会
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
「
感
染
者
や
家

族
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
、
心

無
い
行
為
と
い
う
の
は
許
さ
れ

な
い
。
お
互
い
に
思
い
や
る
気

持
ち
が
育
ま
れ
る
よ
う
に
、
啓

発
に
努
め
る
。」
と
の
答
弁
は

道
の
広
報
に
も
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。
全
国
的
に
は
「
ス
ト
ッ

プ
コ
ロ
ナ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
宣

言
」
と
い
う
こ
と
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

活
動
を
強
化
し
、
感
染
者
や
そ

の
家
族
、
医
療
従
事
者
や
そ
の

関
係
者
等
に
対
す
る
、む
し
ろ
、

感
謝
を
促
す
方
針
を
打
ち
出
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

雄
武
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す

る
文
章
を
見
て
も
、
そ
の
こ
と

に
対
す
る
配
慮
が
感
じ
ら
れ
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
コ
ロ
ナ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
広

が
っ
て
い
く
と
、
感
染
症
に
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
言
え

な
い
た
め
に
、
重
症
化
を
招
い

て
し
ま
う
と
い
う
側
面
が
あ
る

わ
け
で
、
感
染
が
広
ま
っ
て
し

ま
っ
た
他
町
村
を
見
て
も
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
が
訴
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息

が
見
え
な
い
中
で
は
、
こ
の
コ

ロ
ナ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る

対
策
を
確
立
し
て
お
く
こ
と
が

大
事
で
あ
り
ま
せ
ん
か
。

対
策
室
長
（
※
）　

町
と
し
て

は
、
昨
年
12
月
14
日
に
新
型

コ
ロ
ナ
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

を
な
く
す
た
め
の
町
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
私
た

ち
が
戦
う
相
手
は
ウ
イ
ル
ス
で

あ
り
、
差
別
な
ど
の
人
権
侵
害

だ
け
で
な
く
、
感
染
者
が
差
別

を
恐
れ
、
濃
厚
接
触
の
調
査
に

協
力
せ
ず
に
、
感
染
拡
大
の
連

鎖
を
招
く
こ
と
が
と
て
も
恐
ろ

し
い
事
だ
と
伝
え
て
い
ま
す
。

一
番
効
果
あ
る
行
動
は
感
染
予

防
対
策
で
す
の
で
、
こ
う
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
何
度
も
発
信
し

て
い
く
考
え
で
す
。

た
環
境
で
、
高
齢
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
親

亡
き
後
を
見
据
え
て
、
様
々
な

支
援
が
切
れ
目
な
く
提
供
さ
れ

る
体
制
を
と
る
と
い
う
考
え
方

で
す
。
現
在
、
道
内
で
も
整
備

に
向
け
て
の
検
討
が
進
ん
で
お

り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
振
興
局
管
内

で
は
北
見
、
美
幌
、
津
別
、
訓

子
府
、
置
戸
の
複
数
市
町
村
で

整
備
が
進
ん
で
い
る
と
聞
き
ま

し
た
。
今
年
３
月
の
紋
別
市
議

会
で
も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
雄
武
町
の
現
状
は
。

の
活
動
拠
点
が
目
的
と
な
り
ま

す
が
、
今
後
、
就
労
支
援
な

ど
、
幅
広
い
障
が
い
者
の
活
動

に
結
び
つ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

問　

道
で
は
、
北
海
道
に
お
け

る
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整
備

に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
と
い

う
文
書
を
出
し
て
お
り
、
そ
の

中
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
活

用
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
対
応

方
法
や
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

機
能
な
ど
、
障
が
い
者
が
一
人

に
な
っ
た
後
で
も
、
こ
の
町
で

暮
ら
し
て
い
け
る
た
め
の
施

設
・
機
能
整
備
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。

保
健
福
祉
課
長
　

町
内
に
そ

う
し
た
設
備
等
が
あ
ま
り
な
い

も
の
で
す
か
ら
、
単
独
で
は
難

し
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、

広
域
で
の
対
応
を
視
野
に
入
れ

て
お
り
ま
す
。

町
長　

ま
だ
西
紋
の
方
で
も

協
議
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
今
後
、
西
紋
全
体
で
と
い

う
話
に
な
っ
た
段
階
で
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

地
域
生
活
支
援
拠
点
は
、

障
害
の
あ
る
方
が
、
住
み
慣
れ

※対策室長…新型コロナウイルス感染症対策室長の略

保
健
福
祉
課
長
　

地
域
生
活

支
援
拠
点
の
整
備
は
、
国
の
基

本
方
針
に
お
い
て
令
和
５
年
ま

で
の
整
備
を
目
指
す
も
の
で

す
。
本
町
に
は
町
内
に
障
が
い

児
や
障
が
い
者
の
専
用
住
宅
な

ど
の
施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
単
独
で
の
取
り
組
み
は
難

し
く
、
広
域
で
の
連
携
を
視
野

に
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

紋
別
市
か
ら
そ
の
よ
う
な
お
話

は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
、
新
た
に
町
内
で
民
間

が
運
営
す
る
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
当
面
は
日
中
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条
例
制
定
（
専
決
処
分
）

議審
果結

４ 月 定 例 会

●
雄
武
町
税
賦
課
徴
収
条
例
等
の

一
部
改
正

　

令
和
３
年
３
月
31
日
に
、
地
方

税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
３
年
法
律
第
７
号
）、
地
方

税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
（
令
和
３
年
政
令
第
107

号
）、
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
３
年

政
令
第
108
号
）、
地
方
税
法
施
行

規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
令
和
３
年
総
務
省
令
第
34
号
）

及
び
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
３
年
総

務
省
令
第
35
号
）
が
そ
れ
ぞ
れ
公

布
さ
れ
、
原
則
と
し
て
同
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

う
も
の
。

 

（
報
告
承
認
）

一般会計（令和２年度・第13号）
　※専決処分
65億8290万7千円（6061万4千円追加）
【主な内容】
◇総務費　3100万円増
　・ふるさと応援基金積立金の増ほか
◇労働費　85万8千円増
　・冬期就労対策除排雪委託料の増
◇土木費　2875万6千円増
　・除雪業務委託料の増ほか

一般会計（令和３年度・第１号）
　※専決処分
59億2661万円（4161万円追加）
◇総務費　368万5千円増
　・会計年度任用職員給の増ほか
◇衛生費　3725万3千円増
　・新型コロナウイルスワクチン接種業務委託料
の増ほか
◇教育費　67万2千円増
　・地域おこし協力隊車両借上料の増ほか

　
一般会計（令和３年度・第２号）
60億2961万7千円（1億300万7千円追加）
◇総務費　792万5千円増
　・行政手続き押印見直し業務委託料の増ほか
◇民生費　1911万円増
　・介護サービス事業特別会計繰出金の増ほか
◇衛生費　2749万6千円増
　・雄武消防庁舎内部改修工事の増ほか
◇農林水産業費　31万6千円増
　・修繕料の増ほか
◇商工費　4710万円増
　・新型コロナウイルス感染症対策「地域元気応
援券」事業補助金の増ほか
◇教育費　106万円増
　・修繕料の増ほか

介護サービス事業特別会計
（令和３年度・第１号）
6917万5千円（1661万円追加）
【主な内容】特別養護老人ホーム・デイサービス
センター冷房設備工事の増

令和２年度・３年度

補 正 予 算

Ｑ佐藤　ふるさと応援寄附金、春から増えつ
つある。畠森水産のホタテはふるさと納税
サイト「さとふる」で全国 28 位、3月か
ら急増。紋別市は同サイトで 4位だが差が
縮まりつつある。計上された 400万円の内

容は。雄武町でも独自サイトを開設する時
期では。

Ａ財務企画課長　予算計上した 400万円は寄
附への返礼品購入費。寄附総額 1億 8700
万円の 3割を予算額としている。独自サイ
トについては寄附額の増加を目指して検討
を進めていく。

ふるさと応援寄附金について

質 疑 応 答
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条

例

改

正

報

告

議審
果結

６ 月 定 例 会

●
雄
武
町
観
光
開
発
株
式
会
社
令

和
２
年
度
決
算
・
令
和
３
年
度
予

算

 

（
報
告
の
と
お
り
）

●
令
和
２
年
度
雄
武
町
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

※
金
額
は
翌
年
度
繰
越
額

議
会
活
性
化
事
業

 

３
２
５
万
５
千
円

福
祉
施
設
等
整
備
事
業

 

６
７
１
万
円

雄
武
地
域
バ
イ
オ
ガ
ス
導
入
検
討

事
業

 

１
９
８
万
円

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

 

１
８
２
万
円

日
の
出
岬
整
備
事
業

 

１
９
０
万
円

町
道
排
水
改
修
事
業

 

１
３
０
０
万
円

町
道
防
護
柵
改
修
事
業

 

４
５
０
万
円

小
中
学
校
感
染
症
対
策
事
業

（
小
学
校
費
分
）

 

３
２
８
万
円

小
中
学
校
感
染
症
対
策
事
業

（
中
学
校
費
分
）

 

８
２
万
円

町
民
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業

 

４
９
１
０
万
９
千
円

体
育
施
設
整
備
事
業

 

１
２
０
万
円

 

（
報
告
の
と
お
り
）

●
令
和
２
年
度
雄
武
町
一
般
会
計

事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

※
金
額
は
翌
年
度
繰
越
額

戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
事
業

 

６
３
８
万
円

ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録
シ
ス
テ
ム
連

携
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
回
収
委
託
業

務
 

１
２
０
万
円

 

（
報
告
の
と
お
り
）

●
令
和
２
年
度
雄
武
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書

※
金
額
は
翌
年
度
繰
越
額

雄
武
町
公
共
下
水
道
事
業

 

５
４
０
０
万
円

 

（
報
告
の
と
お
り
）

●
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
訪
露
地
の
施
行
に
伴
い
、
条
例

の
引
用
規
定
の
改
正
が
必
要
に
な

る
こ
と
及
び
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

再
発
行
手
数
料
が
地
方
公
共
団
体

情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
か
ら
の
受
託

に
よ
る
徴
収
へ
位
置
付
け
が
変
わ

る
こ
と
か
ら
、
関
係
す
る
条
例
の

一
部
改
正
が
必
要
と
な
る
も
の
。

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
李
基
準
の

位
置
日
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行

に
伴
い
、条
文
を
整
理
す
る
た
め
。

●
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
伴
い
、

条
文
を
整
理
す
る
た
め
。

　
●
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
条
例
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
内

閣
府
令
の
施
行
に
伴
い
、
条
文
を

整
理
す
る
た
め
。

 

（
以
上
、
原
案
可
決
）

令和２年度決算 令和３年度予算

収　入 2億2629万5889円 2億1846万4000円

支　出 2億2717万2504円 2億3208万7620円

差　引
当期純損失

87万6615円
経常利益

-1362万3620円

雄武町観光開発㈱ 令和 2 年度決算・令和 3 年度予算
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一般会計（第３号）
　※専決処分
60億3961万7千円（1000万円追加）
【主な内容】
◇衛生費　1000万円増
　・新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症検査費助成の増

一般会計（第４号）
60億8144万4千円（4182万7千円追加）
【主な内容】
◇民生費　643万1千円増
　・子育て世帯生活支援特別給付金の増ほか
◇衛生費　1615万4千円増
　・簡易水道事業特別会計操出金の増ほか
◇農林水産業費　110万1千円増
　・産業団体職員等福利厚生施設整備事業補助金
　の増ほか
◇商工費　27万3千円増
　・地域おこし協力隊活動費助成金の増ほか

◇土木費　255万2千円増
　・修繕料の増ほか
◇教育費　1531万6千円増
　・空気清浄機購入の増ほか

一般会計（第５号）
60億8240万円（95万6千円追加）
◇議会費　95万6千円増
　・ＤＴＰシステム等購入の増ほか

簡易水道事業特別会計（第１号）
3億6363万円（892万円追加）
【主な内容】職員給の増ほか

公共下水道事業特別会計（第１号）
4億716万8千円（17万8千円追加）
【主な内容】水洗便所改造等補助金の増ほか

介護保険事業特別会計（第１号）
5億659万2千円（165万円追加）
【主な内容】介護保険システム改修委託料の増ほか

令和３年度

補 正 予 算

●
豊
年
橋
外
修
繕
工
事

契
約
金
額　

５
１
７
０
万
円

契
約
の
相
手
方

㈱
な
が
の

代
表
取
締
役　

長
野 
誠

●
公
営
住
宅
潮
見
団
地
本
体
建
設

工
事
（
建
築
主
体
）

契
約
金
額　

９
４
０
５
万
円

契
約
の
相
手
方

㈱
オ
ダ
建
設

代
表
取
締
役　

瓶
子
博
克

 

（
以
上
、
原
案
可
決
）

を
加
算
し
た
額

契
約
の
相
手
方

　

札
幌
市
中
央
区
北
４
条
西

　

６
丁
目

　

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金

　

組
合

　

組
合
長　

棚
野　

孝
夫

　

 

（
原
案
可
決
）

工
事
請
負
契
約
締
結

財
産
の
取
得

委
員
の
選
任

●
塵
芥
収
集
車

　

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約

及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関

す
る
条
例
の
定
め
に
よ
り
議
決
を

求
め
た
も
の
。

物
品
名

　

塵
芥
収
集
車　

１
台

取
得
の
方
法

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組

合
か
ら
の
譲
渡

契
約
金
額

１
８
６
６
万
７
千
円
に
北
海

道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
が

設
定
す
る
年
０
・
１
％
の
利
息

●
農
業
委
員
会
委
員
の
選
任

　

渡
辺　

和
基　

氏

　

▼
任
期

　
　

令
和
３
年
６
月
21
日
～

　
　

令
和
５
年
７
月
19
日

 

（
原
案
同
意
）
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Ｑ栁原　町外利用者から料金値上げに対する
不満は出ているか。

Ａ税財管理課長　特に寄せられていない。

Ｑ栁原　朝食がバイキングから和定食になっ
た。「サンライズ」という卵かけごはんを提
供してはどうか。姉妹都市の武雄市・いと
う養鶏場のおいしい卵を雄武町のホテルで
扱うことで、話題性も高くなり報道や SNS
等での無料PRも期待できる。

Ａ町長　流通や日持ちの関係もあり、ホテル
のメニューとの兼ね合いもあることから、
支配人と話しながら考えてみる。

Ｑ遠藤　空気清浄機の購入予定があるが、そ
のメンテナンスはどうするのか。

Ａ税財管理課長　フィルターは掃除機で吸う。
加湿フィルターについては４～５年で取り
換えを考えている。

Ｑ長野　それぞれの課で違うメーカーの購入
を検討しているようだが、全体として大量
の商品を購入する際、妥当かどうかの審査

Ｑ栁原　ジャグジーが停止していることが多
いが、その理由は。

Ａ税財管理課長　不稼働・稼働についてはポ
スターにて掲示している。コスト減のため
ではなく、レジオネラ菌対応のため保健所
の指示で３日に１度程度で稼働している。

Ｑ佐藤　コロナ禍で宿泊が減っているが、ホ
テル周辺整備やホテル売店の品目充実など
リニューアルする機会ではないか。社長と
してホテルと協議はしているのか。

Ａ町長　ホテル周辺の散策路は通路と階段に
ついて検討しており、売店についても支配
人や社員と準備を進めている。バンガロー
も寒々としており、芦別市のグランピング
なども参考にしながら検討していく。

は行っているのか。欲しい物が別になるの
は理解するが、購入予定のメーカーで使い
勝手の悪いものも見受けられる。メンテナ
ンス問題やランニングコスト等、内部精査
せずに発注していないか。

Ａ副町長　各課から取りまとめたものを予算
審査会のメンバーで話し合っている。人数
や使い方はある程度精査している。教育委
員会は別だが、台数を含めて統一できるも
のはしており、議論も行っている。

雄武町観光開発（ホテル日の出岬）について

公共施設等の空気清浄機の購入について

６ 月 定 例 会 に つ い て の 質 疑 応 答

まめちしき【サンライズ（Sunrise）】
　一般社団法人「日本たまごかけごはん研究所」が
提案する、たまごかけごはんの作り方のひとつです。
　ごはんに醤油をかけ混ぜ、その上に溶いた卵をか
けて食べます。
　たまごかけごはんと言えば別な器に卵を割り入れ
て醤油と混ぜ、それをごは
んにかけて食べることが多
いと思いますが、その作り
方は「シューティングスター

（Shooting Star）」 と 名 付
けられています。

まめちしき【グランピング】
　グラマラス（魅惑的な）とキャンピングを掛け合
わせた造語で、主にキャンプテイストの宿泊施設を
指します。既に設営してあるテントに泊まるものか
ら、建物の中にテントが設営されているものまで多
種多様なバリエーションが
あります。利用者はテントの
設営や食事の準備といった
煩わしい作業をすることな
く「良い所取りの自然体験」
を楽しむことができます。
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Ｑ栁原　新型コロナウイルスに関する地方創
生臨時交付金で３億円以上の予算がついた
が、感染症対応に使うべき予算を使うべき
ではない部分に使い、実際は今になって町
の予算を感染症対策に使っている。地域元
気応援券として８千円を配り、商工会や地
域活性化には非常に役立ったが、一方で町
の税金を使って今回のような感染症対策を
するのでは相殺されたようなもの。そうい
う認識を町はお持ちか。

Ａ財務企画課長　新型コロナウイルス感染症
対応地域創生臨時交付金については一次、
二次分については清算済み。三次分は雄愛
園やデイサービスなどのエアコン設置、地
域元気応援券（第２弾）、子育て応援事業
新生児特別給付金支給事業などに充当する
ため４月臨時会にて議決済み。関係事業費
１億 230万７千円の財源として交付限度額
の 8756 万５千円を充当している。現在留

保している臨時交付金はないが今回専決処
分した検査費助成や空気清浄機については
最終的に臨時交付金を一部あるいは全部充
当する考え。最終的な決算で臨時交付金の
充当額や充当先を決定したい。

Ｑ栁原　議会から介護施設や教育現場などに
空気清浄機や二酸化炭素濃度計の導入を要
望したが、要望していなかった役場庁舎へ
のエアコンフィルター交換が増えている。
どうして今まで検討がなされなかったのか。

Ａ総務課長　４月に入り新型コロナウイルス
感染症の第４波が来たことから、各施設で
改めて感染症対策が必要と判断した。

Ｑ栁原　臨時交付金が交付され、活用事例集
に載っていることをしたほうがいいと言っ
た時には全然違う方向にお金を使って、今
になってこういうものを買っている。感染
症対策になっていないものも多い。しっか
り認識して欲しい。（答弁不要）

予算の執行残について

Ｑ遠藤　活動助成金は地域おこし協力隊の水
道光熱費を支払うとのことだが、積算根拠
は。

Ａ財務企画課長　光熱水費分を交付するもの
で、4～ 10月（夏期）を１万円、11～３
月（冬期）を２万円で積算している。

Ｑ佐藤　インターネット通信料はスマート
フォンの料金なのか。

Ａ財務企画課長　入居している住宅へのネッ
ト回線敷設料と使用料となる。

Ｑ佐藤　小中学校のインターネット回線工事
は回線負荷軽減のためか。

Ａ教育振興課長　今までの通信環境が快適で
はなかったため、学習用の専用単独回線を
敷設し、通信環境を安定させるための工事
である。

地域おこし協力隊への活動費助成等について

小中学校のインターネット回線整備工事について

まめちしき【地域おこし協力隊】
　都市部から過疎地などに移住して、地域協力
活動（地域ブランド・地場産品の開発や販売、
農林水産業や住民支援などの仕事など）をしな
がら、その地域への定住・定着を図る総務省の
取組みです。自治体から委嘱を受けた隊員は最
長３年の期間内で活動します。
　総務省では、地域おこし協力隊員の活動に要
する経費として、隊員 1 人あたり 470 万円を上
限として、自治体に対して財政的な支援を行っ
ています。協力隊の仕事の内容は各自治体でそれ
ぞれ異なり、現在雄武町にいる隊員は４名です。

・観光支援員（1 名）
　観光協会の事務局スタッフ
・ふるさと学習支援員（1 名）
　小規模校の学習支援や学校行事への協力
・学校 ICT 支援員（2 名）
　学校の情報通信技術（ICT）活用への支援
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町内視察レポート 
雄武町漁業協同組合役職員との懇談会

　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、

産
業
団
体
に
お
け
る
現
状
や
課
題

を
把
握
し
、
今
後
の
議
会
活
動
に

資
す
る
た
め
、
雄
武
漁
業
協
同
組

合
役
職
員
と
「
雄
武
町
の
漁
業
振

興
に
係
る
現
状
と
課
題
・
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
」
を
案
件
に
懇
談

を
実
施
し
た
。

　

い
ま
だ
終
息
を
み
な
い
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
、
鮮
魚
・
製
品
の
市
場
等
か

ら
の
需
要
の
減
少
及
び
そ
れ
に
伴

う
経
済
的
打
撃
、
毛
が
に
資
源
量

の
大
幅
な
減
少
等
、
漁
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。

【
漁
獲
高
な
ど
に
つ
い
て
】

　

令
和
２
年
に
お
け
る
鮮
魚
の
漁

業
別
取
扱
高
に
つ
い
て
、
毛
が
に

篭
漁
に
お
け
る
実
数
で
44
・
８
ト

ン
、
金
額
に
し
て
1
億
６
9
１
３

万
８
千
円
、
計
画
対
比
87
・
６
％
、

前
年
比
90
・
２
％
、
鮭
定
置
で
は

１
６
８
１
・
１
ト
ン
、
金
額
に
し

て
10
億
４
２
２
６
万
８
千
円
、
計

画
対
比
169
・
５
％
、
前
年
比
180
・

６
％
、
ホ
タ
テ
桁
曳
で
は
２
万
１

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
町
内
視
察

▼
日　
　
程　
令
和
３
年
３
月
３
日
㈬

▼
視
察
項
目　
雄
武
漁
業
協
同
組
合
役
職
員
と
の
懇
談
会

１
４
０
ト
ン
、
金
額
で
17
億
３
５

３
２
万
２
千
円
、
計
画
対
比
74
・

１
％
、前
年
対
比
68
・
１
％
で
あ
っ

た
。

　

水
揚
げ
数
量
で
ホ
タ
テ
が
全
体

の
約
８
割
を
占
め
、
水
揚
げ
高
で

は
、
稚
貝
を
含
む
ホ
タ
テ
で
全
体

の
４
割
、
鮭
マ
ス
が
３
割
、
近
年

の
毛
が
に
資
源
量
の
減
少
に
よ
る

漁
獲
許
容
量
の
減
に
よ
り
バ
ラ
ン

ス
が
変
化
し
て
い
る
。

【
毛
が
に
の
資
源
量
減
少
に
つ
い

て
】

　

令
和
３
年
に
お
け
る
管
内
の
毛

が
に
漁
獲
許
容
量
は
、
昨
年
同
様

１
５
０
ト
ン
、
か
た
や
宗
谷
管
内

で
は
３
０
０
ト
ン
増
の
７
０
０
ト

ン
と
な
っ
た
。
特
に
、
雄
武
・
紋

別
間
の
網
走
西
部
と
常
呂
と
湧
別

の
落
ち
込
み
が
大
き
く
、
斜
里
・

ウ
ト
ロ
の
網
走
東
部
は
横
ば
い
で

あ
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
格
差

が
生
じ
た
の
か
、
様
々
な
要
因
が

考
え
ら
れ
る
が
、
早
急
な
原
因
究

明
が
求
め
ら
れ
る
。

　

打
開
策
と
し
て
、
管
内
毛
が
に

漁
業
対
策
協
議
会
と
し
て
、
毛
が

に
に
特
化
し
た
人
工
種
苗
生
産
体

制
の
構
築
を
目
指
し
た
試
験
研
究

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
北
海
道

に
要
望
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

将
来
的
な
資
源
量
の
確
保
に
向
け

町
の
支
援
も
必
要
で
あ
る
。

【
人
材
確
保
に
つ
い
て
】

　

ま
た
、人
的
資
源
に
お
い
て
は
、

準
組
合
員
を
含
む
組
合
員
数
が
126

名
で
あ
り
、
組
合
員
数
の
適
正
化

も
考
慮
し
最
低
限
100
名
の
人
員
は

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
、

ホ
タ
テ
桁
曳
に
従
事
す
る
乗
組
員

は
１
隻
５
名
体
制
で
10
隻
が
操
業

し
て
い
る
。
補
助
員
を
含
め
54
名

の
人
員
は
確
保
し
て
い
る
が
、
業

務
の
内
容
か
ら
、
短
期
間
で
の
人

員
の
入
れ
替
わ
り
も
多
い
。ま
た
、

地
元
で
の
確
保
が
困
難
で
、
町
外

か
ら
の
従
事
者
確
保
と
い
う
現
状

も
あ
り
、
住
宅
確
保
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

組
合
と
し
て
も
、
乗
組
員
用
の

居
住
施
設
の
整
備
に
令
和
２
年
か

ら
３
年
の
間
に
、
町
の
支
援
を
視

野
に
入
れ
取
り
組
み
た
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。
乗
組
員
の
確
保
に
つ

い
て
も
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
ジ
ョ

ブ
キ
タ
で
漁
協
単
独
で
の
募
集
対

策
を
施
し
て
い
る
が
、
今
後
、
町

や
観
光
協
会
と
連
携
し
、
動
画
Ｐ

Ｒ
な
ど
の
視
覚
等
に
訴
え
る
効
果

的
な
募
集
の
展
開
が
考
え
ら
れ

る
。

【
視
察
所
感
】

　

雄
武
の
漁
業
の
代
名
詞
で
あ
る

毛
が
に
の
資
源
量
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
へ
の
危
機
感
は
非
常
に
大

き
い
。
減
少
の
原
因
の
解
明
に
つ

い
て
早
急
な
対
応
が
望
ま
れ
る
と

と
も
に
、
管
内
毛
が
に
漁
業
対
策

協
議
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

積
極
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
組
合
員
の
高
齢
化
・
後

継
者
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
乗

組
員
の
確
保
も
含
め
た
早
急
な
担

い
手
対
策
の
構
築
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
た
。

▼
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
～
福
原

副
委
員
長
～
遠
藤

委
員
～
長
野
、
嶋
村
、
金
田
、

栁
原

《
所
管
事
項
》
住
民
生
活
課
、

保
健
福
祉
課
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
児
童
セ
ン
タ
ー
・

保
育
所
、
産
業
振
興
課
、
建
設

課
、
上
下
水
道
課
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
及
び
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
事
項
、

農
業
委
員
会
に
関
す
る
事
項
。



 

編
集
あ
と
が
き

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
り
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
８
月
末
か
ら
始
ま
る
予
定

で
す
。
こ
の
時
期
に
至
っ
て
も
「
予
定
」

と
し
か
書
け
な
い
事
は
異
常
事
態
で
す
。

札
幌
市
で
行
わ
れ
る
予
定
の
サ
ッ
カ
ー
、

マ
ラ
ソ
ン
、
競
歩
。
テ
レ
ビ
の
前
で
応
援

す
る
し
か
な
い
で
す
ね
。

　

こ
の
度
、
委
員
会
視
察
で
美
深
町
を
訪

問
、
広
報
紙
に
対
す
る
特
徴
的
な
取
り
組

み
や
基
本
内
容
な
ど
で
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
町
民
に
分
か
り
や
す
く

読
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
が
基
本
」「
町

民
を
巻
き
込
ん
で
作
る
よ
う
な
広
報
を
目

指
し
、モ
ニ
タ
ー
制
度
の
活
用
、ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
た
り
し
て
分
か
り
や
す
さ
を
心

が
け
て
い
る
」
編
集
方
針
は
分
か
り
や
す

さ
と
の
談
。

　

雄
武
町
議
会
広
報
も
町
民
の
方
々
に
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
分
か
り
や
す

い
広
報
紙
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
若
い
方
の
声
を
取
り
入
れ

る
な
ど
、
住
民
参
加
型
企
画
も
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　
　

溝 

田　

昌 

志
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会議 誌日３月

10~　
19日 第 1回定例会開催

24日 第 5回議会活性化調査特別委員会開催

〃 第 4回広報特別委員会開催

26日 西紋別地区総合開発期成会定期総会
（紋別市）出席、議長

４月

５日 議会運営委員会開催

７日 第 6回議会活性化調査特別委員会開催

〃 第 5回広報特別委員会開催

８日 雄武高等学校入学式出席、議長ほか 5名

12日 第 2回臨時会開催

16日 雄武町林野火災予消防対策協議会出
席、議長

21日 第 6回広報特別委員会開催

22日 第 7回議会活性化調査特別委員会開催

〃 第 7回広報特別委員会開催

〃 （株）ｆａｒｍ - ｔｏ - ｍｏ竣工式
（興部町）出席、議長

23日 第 8回広報特別委員会開催

28日 雄武町交通安全推進委員会総会出席、
議長

〃 宗谷本線活性化推進協議会定期総会
（士別市）出席、議長

５月

10 日 オホーツク町村議会議長会定期総会
（遠軽町）出席、議長

13日 第 8回議会活性化調査特別委員会開催

19日 全員協議会開催

27日 第 9回議会活性化調査特別委員会開催

28日 第 9回広報特別委員会開催

〃 雄武町社会福祉協議会定時評議員会出
席、議長

31日 第 10回広報特別委員会開催

６月

７日 全員協議会開催

〃 議員協議会開催

９日 全員協議会開催

10 日 第 10 回議会活性化調査特別委員会開催

11 日 議会運営委員会開催

議会を議会を傍聴して傍聴してみませみませんか？んか？
◎定例◎定例会会　　３・６３・６・９・12 月　年４回・９・12 月　年４回
◎臨時◎臨時会会　　適時開適時開催催
◎日程◎日程確認確認　新聞折　新聞折込チラシ込チラシ
　　　　　　議会事　　　　　　議会事務局ホームページ務局ホームページ
　　　　　　事務局　　　　　　事務局に連絡に連絡

【雄武【雄武町議会事務局】町議会事務局】
　代表　代表 Tel: 0158(84)-2121Tel: 0158(84)-2121


